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■北条東こども園が開園します 

問合先 こども未来課 ℡: 0790-42-8726 

 

 

 

▲学びの意欲を高める遊具 

▲健やかな成長を育む保育室 

平成 27年度より、北条東幼稚園と北条南保育所を一体化し、「北条東こども

園」を開園します。 

認定こども園では、幼児園と同様に 0歳から 5歳までのお子様をお預かりし

ますが、こども園では、3歳児からの教育利用が可能となり、保護者の就労の

有無に関わらず、同年齢のお子様は、同じ部屋で、同じ担任から等しく教育を

受けることができます。 

また、年齢ごとのカリキュラムに沿った教育だけでなく、異年齢の関わりの

中でお子様の育ちを見守ります。保育と教育を一体的に行うことで、下の子を

思いやる気持ちが生まれ、お兄ちゃんお姉ちゃんに憧れ、マネっこをしながら

大きくなっていきます。様々な遊びの中で、子ども達は考え学び、集団生活の

基礎を作ることができます。 

このたび、北条東こども園では、保育室、多目的室、調理室などの増築にと

もない、エアコンや床暖房を導入し、より充実した保育環境を整備しました。 

今後も加西市では、子ども達が安心して過ごせる環境づくりのため、認定こ

ども園の整備を推進していきます。 

 
 

玉丘古墳の埋葬主体は、巨大な長持形石棺ですが、明治時代以

前に盗掘され、石棺が破壊されていました。後円部墳頂には大き

な盗掘坑があり、破壊された石棺材がありましたが、昭和 6年の

調査以降、ほとんどの石棺材が埋もれて見えなくなっていまし

た。また、露出している石棺材も風雨にさらされているため、保

存上の問題もありました。加西市教育委員会では、これらの石棺

材の残存状況を確認し、その保存と将来に向けた整備計画の資料

とするため、3月 2日から、盗掘坑内の石棺調査を行いました。 

調査の結果、昭和 6年に存在していた石棺材は、全て残ってい

ることが判明し、改めて、国内屈指の大きさ（蓋石全長で比較す

ると全国 5位）と整美さをもった長持形石棺（装飾の施された長

持形石棺は全国で 4例しかない）であることが確認できました。 

 また、石棺を納めるための墓坑や従来から知られていた川原石

の使用方法についても推定できる資料を得ることができました。 

問合先 文化スポーツ課 ℡: 0790-42-8775 ▲84年ぶりに全貌を現した大王級の長持形石棺 

 

■史跡玉丘古墳 石棺調査を行いました！ 
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問合先 北条小学校 ℡:0790-42-0062 

 

 

 

市内の保育所、幼児園、幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校を順次紹介します。 

各園・学校の特徴ある取組などをご覧ください。 

問合先 泉幼稚園 ℡: 0790-44-1968 

■健康な体つくり 

■おはなしの会 

■園と家庭・地域との連携 

ルールのある遊びを友達と共に、園庭いっ

ぱい体を動かして遊ぶことで、体力向上を目

指しています。（竹馬、鬼ごっこ、縄跳び、

大縄跳び、ドッジボール、サッカー、他） 

家庭や地域の方の教育力に支えられ、招待

したり、地域の中に飛び込んでいったりしな

がら、様々な活動に取り組むことで「感謝す

る気持ち」「自分・人を大切に思う心」「地域

を愛する心」を育んでいます。 

 

保護者・地域の方による絵本読み聞かせ

は、大切にしたいふれあいの時です。読み手

の方の隠れた力やアイデアが発揮され、子ど

ものきらきらと輝く純真な瞳と表情に魅了

されながら、読み手・聴き手、共に心が潤い、

情操が深まるひと時です。 

。 

 

本園は昭和 55年 4月に 1年保育の幼

稚園として開園し、34 年間で延べ

1,686 人の卒園児を送り出しました。

そして 27年 4月から新たな園として、

泉第一保育所の園舎において幼稚園保

育園一体化施設“加西市立泉幼児園”

と称しスタートしています。 

本園の周辺には小学校、神社などが

あり自然環境豊かです。西には庚申山

の中腹に悠々と立ち季節に応じその姿

を変える県指定文化財お葉つきいちょ

う、北に古墳を背にした石部神社他、

文化・歴史の深い教育環境にあります。 

神社で行われる祭り太鼓も地域挙げ

て盛んであり、その教育力を保育に取

り入れながら保育活動を行っていま

す。地域の方との温かい交流、体験活

動は子ども達の心を充実させ、豊かな

心情や知識・技術を身に付けていって

います。今、始まったばかりの 0 歳か

ら就学前までの子ども達の育ちの連続

性を確かなものに出来る様、日々取り

組んでいるところです。 

 

■『 泉幼稚園 』～様々な体験活動を通じて、共に育ち合う心豊かな幼児の育成～ことばで伝える力を育みながら

～ 

■学校紹介『加西市立北条小学校』 ～地域・家庭と連携した学校づくり～ 

 北条小学校（児童数４２５名）では、「心身ともにたくましく自立する子の育成」をめざして、地域を学習の場とし、

学校支援ボランティアと連携をして、地域や地域の人材を生かした体験的な学習活動に取り組んでいます。 

活動内容として、１年生の「むかしのあそび」、２年生の｢まちたんけん｣、３年生の｢里山体験｣、４年生の｢防災教育｣

や｢福祉教育｣、６年生の総合的な学習｢北条の町再発見｣などがあげられます。また、全学級を対象にした「お話の会」、

地域の方の協力を得ながらＰＴＡと連携をした「学年ＰＴＡ活動」や地域の行事｢北条の宿はくらんかい｣への参加など

も行っています。さらに、学校安全ボランティア活動｢ワッショイスクール｣や児童の登下校の安全を見守る「地域子ど

も見守り隊」など、子ども達の安全・安心の面でも多大なご支援をいただいています。 

 
 ■２年生「まちたんけん」 ■歴史ガイド隊１０期生デビュー 

 

■PTAによる「ならの実まつり」 

 

まちづくり北条の皆さんのお世

話により、自分達の町のよさをみ

つけるために、｢まちたんけん｣に

でかけました。 

 

 

 
加西市歴史街道ボランティアガ

イドの皆さんに支援していただ

き、１０期生のメンバーが歴史ガ

イド隊としてデビューを果たしま

した。 

 
体育館で北条中吹奏楽部の演奏

を聞いた後、ＰＴＡの役員さんと

一緒に、「北条の宿はくらんかい」

の会場をめぐりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いけ花の基本を学べ、自然の美・和のこころとマ

ナー・表現力が身につきます。 

日 時：第 1土曜日（全 11 回）13：30～15：00 

初 回：5/9（第 2 土曜） 

場 所：加西市民会館 2階 視聴覚室 

定 員：15名（小・中学生） 

費 用：花材費 前期 5,000 円/後期 4,000 円 

持 物：いけ花用はさみ、ビニールシート、筆記用具、

新聞紙、ごみ袋、タオル 2枚 

申込・問合先：中央公民館 ℡: 0790-42-2151 

 

 

■『オークタウン加西』 ～研修や野外活動等をとおして、青少年の健全育成を図る～ 

市内４つの公民館と、オークタウン加西の取組を順次紹介します。 

各館の取組をご覧いただき、お気軽にお立ち寄りください。 

お料理が好きになり、ひとりで料理ができること

を目指します。 

日 時：第 4土曜日（全 10 回）10：00～13：00 

初 回：5/23（土） 

場 所：加西市民会館 2階 料理教室 

定 員：25名（小学校 5年生～） 

費 用：材料費（全 10回）3,000円 

持ち物：エプロン、三角巾、 

ふきん 2 枚、手拭用タオル 1 枚、筆記用具 

申込・問合先：中央公民館 ℡: 0790-42-2151 

 

■平成 27年度 『公民館への誘い』完成しました 

 

■加西こどもいけ花教室 受講生募集！ ■キッズクッキング 受講生募集！ 

主に認知症のご家族を在宅で介護されている方の

ためのお茶会兼勉強会です。『楽しく笑って介護しよ

う』をモットーに、介護の合間のひと時をお過ごし

ください。 

日 時：第 4月曜（全 11回）10:00～12:00 

初 回：5/25（月） 

定 員：15名 

受講料：前期 1800円 

後期 1500円 

材料費：実費 

申込・問合先：北部公民館 ℡: 0790-45-0103 

■楽・笑・介（らくしょーかい）受講者募集中 

 

   
▲体育館 ▲キャンプサイト ▲多目的グラウンド 

豊かな自然環境の中で、落ち着いて研修や野外活動等が行えるよう施設整備を進めています。 

研修センター：研修室 1（洋室）…55名、研修室 2（和室）…12名、調理実習室…20名、合宿室 1･2･3･4…56 名 

体育館：バレーボール（6人制）…1面、バトミントン…2 面、卓球台…6台 

テニスコート：全天候（人工芝）…2面 

キャンプサイト：バーベキュー可（用具の無料貸し出しもあります） 

多目的グラウンド：グラウンドゴルフ等 

※皆さんのご利用をお待ちしております。 

 

研修センター 

問合先：オークタウン加西 ℡: 0790-44-2595 

公民館への誘いは、公

民館主催講座と登録グル

ープの活動を紹介してい

ます。主催講座は、趣味

や教養からボランティア

養成講座まで幅広く企画

しています。特に、今年

度から料理やストレッチ

など 6 講座で、無料で託

児サービスを利用するこ

とができます。 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部署名 所在地 電話番号 ＦＡＸ番号 

教育総務課 加西市北条町横尾 1000番地 0790-42-8770 0790-43-1803 

学校教育課 加西市北条町横尾 1000番地 0790-42-8771 0790-43-1803 

こども未来課 加西市北条町横尾 1000番地 0790-42-8726 0790-42-8731 

文化スポーツ課 加西市北条町横尾 1000番地 0790-42-8773、8775 0790-43-1803 

図書館 加西市北条町北条 28番地の 1 0790-42-3722 0790-45-3133 

総合教育センター 加西市北条町古坂 1173番地の 14 0790-42-3723 0790-42-4221 

 

児童生徒の生きる力を育み、学力の向上やいじめ等の

様々な問題を解決していくためには、教職員が児童生徒と

じっくりと向き合う時間を確保することが重要です。 

しかし、教員の平日１日あたりの平均労働時間は 10 時

間 46 分となっており、心身の負担が増大しています。（兵

庫県教育委員会「平成 24年度教職員勤務実態調査」結果） 

そこで、兵庫県教育委員会では、平成 24 年度から週１

回以上の「教職員定時退勤日」を県内すべての学校で実

施するよう、各市町教育委員会に依頼しています。 

加西市教育委員会においても、「教職員定時退勤日」の

実施により、すべての教職員が精神的なゆとりを持って、一

人一人の児童生徒に向き合うことのできる環境づくりを進め

ています。 

問合先 学校教育課 TEL 42-8771 

 

発行：加西市教育委員会 

 

北条小学校と泉中学校が、第７４回全国教育美術展に

おいて、全国各都道府県より応募のあった 2,689校の中か

ら、全国学校賞「教育美術特賞」を受賞しました。また、北

条小学校は、昨年度の「日本放送協会会長賞」、泉中学

校においては、「教育美術振興会名誉会長賞」に引き続き

2年連続の全国学校賞の受賞となります。 

 全国学校賞には４部門があり、幼保、小学校、中学校か

らそれぞれ１校が受賞する権威のある賞です。全国で８校

しかない小中学校の学校賞の内、加西市の学校から２校も

受賞するということは大変名誉なことです。 

加西市では、伝統的に美術教育に力を入れており、これ

までも様々な作品展で優秀な成績を残してきました。今後

も、自分らしくいきいきと表現できる子の育成に努めます。 

問合先 学校教育課 TEL 42-8771 

中学校部活動の課題克服のために、平成 27年度より２つの新たな取組を始めます。 

１ 複数校合同部活動方式 

 在籍校の部員数だけで大会に参加ができなかったり、十分な活動が困難な場合は、複数

校で合同チームを編成して大会に参加したり、合同練習を行えるように関係校で協議しま

す。ただし、在籍校にその部活動がある場合に限ります。また、その際には生徒と保護者の

意向を聞き、練習日や場所、安全面、生徒の負担、指導上の問題等についても協議し、関

係学校長の合意のもとに活動の可否を決定します。なお、部員数の増減があることから、毎

年５月１日と９月１日を基準日として決定します。 

 

 
２ 学校の実情を踏まえた弾力的な体制 

 希望する部活動又は競技の実績があり、部活動として継続したい強い希望がありながら異性の部しかない場合は、生徒本

人と保護者の意向を聞き学校の実情と照らし合わせ、男女が交ざっての活動の可否を協議します。ただし、男女混合の状

態が続いても新しい部を創設することはできません。また、その部活動に在籍している生徒数や活動場所等の状況から、加

入数に上限を設けることがあります。 

今年度も、加西市中学校の実態に合わせた教育的意義の高い部活動を目指し、検討を続けていきます。 

 

 

問合先 学校教育課 TEL 42-8771 

 

■中学校部活動の新たな取組について 

 

■全国学校賞「教育美術特賞」を受賞 ■教職員定時退勤日の実施について 

 


